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ソーシャルメディアとインターネット放送の融合によるオンラインイベントの実現
Enabling an online event with interaction between social media and an internet broadcast-
ing

伊藤昌毅 1∗

Masaki Ito1∗

1 鳥取大学大学院工学研究科
1Graduate School of Engineering, Tottori University

はじめに
ソーシャルメディアが国や組織、年齢を超えた人と人とのつながりを促し、そこで生まれた交流がビジネスや学術の

発展を加速していることは、ソーシャルメディアに日頃接している人ならば誰もが実感していることであろう。筆者の
周辺にも、ソーシャルメディア上に「地理情報システム (GIS)技術を中心とする技術情報交換コミュニティ」が成立し、
技術的な議論や情報共有が絶えず行われている。Facebookや Twitterなどは、一般に各自がそれぞれのタイミングで情報
を発信する非同期メディアである。しかし、人同士のつながりを促し、コミュニティを成り立たせるために、オフライ
ンで一堂に会するイベントの開催が大きな役割を果たすことも、また重要なことである。

オンライン同期メディアの発展
ソーシャルメディアでつながった人同士の交流の場として、オフラインだけでなくオンラインを活用することが一般

的になっている。ある場所で開催されているイベントを中継することで広く参加者を募る手法は、Ustreamによって一般
的となった。特定の人だけでの会合であれば、skypeによる会議通話が広く利用されている。両者の性質を融合したよう
なオンラインイベント開催は難しかったが、2012年 5月に、多拠点ビデオ会議サービス Google+ハングアウトにオンエ
ア機能が追加され、複数人による会話の様子を YouTubeを通して「放送」出来るようになった。これにより、多拠点を
オンラインで接続しながらイベントを開催し、それを不特定多数が閲覧するというイベントの開催が容易になった。

iOS6マップを語る夕べ

開催経緯
2012年 9月 21日に発売された Appleのスマートフォン iPhone 5に対しては、新機能として登場した Apple製の地図

アプリケーションの品質の低さが話題になった。多くの blogやオンラインニュースで取り上げられたほか、ソーシャル
メディア上でも活発な意見交換が行われた。こうした盛り上がりを背景に、児玉哲彦氏（フリービット株式会社）によっ
て翌 22日に討論会の開催が提案され、筆者とのやりとりを通してゲストスピーカーとオンラインイベントとしての開催
を決めた。最終的に、9月 27日夜に、遠藤宏之氏（GIS NEXT）、笹田忠靖氏（GEOHEX）をゲストとするイベント開催
が決定した。

呼び掛け
イベント告知は Facebookのイベントページを作り、そこに招待するという形で進めた。最終的に 238名に呼び掛けら

れ、98名が参加予定を表明する規模のイベントとなった。このほかに、Twitterを通じた呼び掛けも行った。話題に対す
る関心の高さだけでなく、参加予定者の交友範囲がそれぞれ異なることなどもあり、地図技術の専門家や学術関係者、位
置情報やWeb技術関係者など広範囲の専門家の参加が実現した。

当日の開催
当日は、4名の参加者それぞれがWebカメラを備えた PCを用意し、Googleハングアウトを通して多拠点ビデオ会議

を行い、それを YouTubeを通して放送した。放送は、児玉氏の司会でそれぞれが意見を表明し、その後議論するという
形をとり、午後 10時より 80分近くに及んだ。放送画面には 4名の話者の顔もしくは発表資料が表示され、そのうちの
ひとつが司会者によって選択され拡大表示された。放送中は Twitterなどを通して視聴者同士での活発な意見交換が同時
に進められ、Twitterハッシュタグはトレンドに掲載されるほどの投稿数があった。

放送の反響
イベントの成功は、iOSの地図問題に対する関心の高さとともに、ソーシャルメディアと連動したオンラインイベント

の新しい可能性を示すものとなった。短期間でのイベント開催の決定から告知の実現、ソーシャルメディアならではの
動員力といったソーシャルメディアが可能にしたイベント形態だけでなく、特定の時間に特定の話題への言及が増える
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ことで、ソーシャルメディア上の議論が加速するという効果も見られた。「ながら見」が容易なためか、オフラインイベ
ント以上に、視聴者同士のリアルタイムでの意見交換や議論が活発に行われた。このように視聴者と話者、視聴者同士
が活発に議論することで、イベント参加者に一体感が生まれることになった。

おわりに
「iOS6マップを語る夕べ」は、オンラインで非同期のソーシャルメディア、人を繋げるが開催への敷居が高いオフラ
インイベントどちらでもない、新しいイベントの可能性を示した。今回は、誰もが意見を表明したくなる対象があった
ために成り立ったイベントであったが、今後、価値を生み出す場としてソーシャルメディアを活用する際に、今回イベ
ント形式が応用できるか、検討を進めたい。

キーワード:ソーシャルメディア,ジオメディア, Apple地図,オンラインイベント
Keywords: social media, geomedia, apple map, online event
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ツイッターを活用した自然景観画像の紹介による地形学のアウトリーチ
Introducing natural landscape photographs via Twitter for geomorphological outreach

小口高 1∗

Takashi Oguchi1∗

1 東京大学・空間情報科学研究センター
1CSIS, Univ. Tokyo

ツイッターは 140字までの短文を投稿するソーシャルメディアとして知られているが、実際には画像や動画との有機
的な結合が可能である。特定のサイトにある画像や動画にリンクを設定すると、画像のサムネイルや動画が短文の直下に
表示される。多数の自然景観に関する画像がインターネットで公開されており、地形学と関連するものも多い。この種
の画像に短文の解説をつけてツイッターに投稿すると、地形学の普及に貢献できる。景観の画像が美しい場合には、芸
術的な興味から地形学に関心を持ってもらうことも可能である。さらに複数のつぶやき（ツイート）をまとめるサイト
を活用すると、図鑑のような形で記録を残すこともできる。本発表では、このようなツイッターと自然景観画像を活用
した地形学のアウトリーチの試みを紹介する。

キーワード:ツイッター,景観画像,地形学,普及
Keywords: Twitter, landscape photography, geomorphology, outreach
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MTT39-03 会場:102A 時間:5月 21日 15:00-15:15

ソーシャルメディアによるフィールドワーク内容のリアルタイム発信：オマーンに
おける地考古学調査の事例から
Real-time posting of fieldwork information through social media: a case of a geoarchae-
ological survey in Oman

近藤康久 1∗,野口淳 2,三木健裕 3,小口高 4

Yasuhisa Kondo1∗, Atsushi Noguchi2, MIKI, Takehiro3, Takashi Oguchi4

1東京工業大学大学院情報理工学研究科, 2明治大学校地内遺跡調査団, 3東京大学大学院人文社会系研究科, 4東京大学空
間情報科学研究センター
1Dept. Comp. Sci., Tokyo Institute of Technology,2Archaeological Research Unit, Meiji Univ.,3Dept. Archaeology, Univ.
Tokyo,4CSIS, Univ. Tokyo

研究室を離れて行うフィールドワークは，学術調査であると同時に他地域への訪問であり，非日常の場に身をおいて行
う研究活動である。とくに地理学や人類学に関連するフィールドワークでは，調査活動のみならず，現地の食事や宿舎，
風景，人々など，あらゆるものごとが記録の対象となる。ソーシャルメディアには，特定の話題を多数の人々に効率よ
く伝えることができるという特長がある。また，昨今はインターネット回線の世界的な普及により，僻地からでもリア
ルタイムないし準リアルタイムで（その日のうちに）情報を投稿できるようになった。いまや，ソーシャルメディアは
フィールドワークの情報を日々発信するのに最良の媒体である。
本発表では，上記の考えに至った経緯として，2012年 12月から 2013年 3月にかけてアラビア半島のオマーンで実施

した地考古学調査におけるソーシャルメディアを用いた情報発信の事例を報告する。調査メンバーはみな，Twitterまたは
Facebookあるいはその両方のユーザーであり，宿舎においてインターネットに常時接続できる環境にあった。ソーシャ
ルメディアへの発信内容は，研究者としての良識の範囲内で，メンバーの自由に委ねられた。発信した情報は，３種類
に大別できる。第一は食事や風景，動物，人々との交流など，現地の生活体験や見聞に関するものであり，これが最も
頻度が高かった。第二は買い物やメンバーの去来などロジスティクスに関する情報であった。第三は調査地や調査成果
に関する情報であるが，これには研究協定やセキュリティの関係上，守秘を要するものが含まれるため，頻度としては
相対的に少なかった。これらの情報を総合すると，調査団の公式記録である調査日誌に比肩する量の情報を，外部に発
信していることが判明した。ソーシャルメディアを公式のニュースリリースと組み合わせることにより，より効果的な
情報発信・アウトリーチが可能になると期待される。

キーワード:フィールドワーク,情報発信,即時性,地考古学,オマーン
Keywords: fieldwork, outreach, immediacy, geoarchaeology, Oman

1/1



MTT39-04 会場:102A 時間:5月 21日 15:15-15:30

「i地震」クラウドシステムにおけるビッグデータ取り扱いの試み
The Experiment of the Big-Data Handling in ”i-Jishin” Cloud System

平山義治 1∗,吉田稔 1,藤原広行 2

Yoshiharu Hirayama1∗, Minoru Yoshida1, Hiroyuki Fujiwara2

1 白山工業株式会社, 2 防災科学技術研究所
1Hakusan Corporation,2NIED

1.「i 地震」クラウドシステム
　 2011年 1月以来、iphone/.ipod touch/ipadに内蔵されている加速度計を利用し、データ収集部にクラウド環境を利用

した「i 地震」クラウドシステムを構築し現在も運用を続けている。「i 地震」は端末側では単独で閾値によるトリガー、
もしくは緊急地震速報をトリガーとして波形取得を行い、そのトリガーデータをクラウド上に自動的にアップロードし
て、ブラウザ経由でそのトリガー波形の表示やデータダウンロード、スペクトルなどの簡単な波形解析を行うことがで
きるシステムである。
　「i地震」の端末側のソフトウェアは 2010年 8月のリリース以来 2013年 1月時点でダウンロード数が約 8万 7千に

のぼっている。また、2011年 1月のシステムの運用開始から現在まで緊急地震速報の数は５千件を越えており、その緊
急地震速報に関連付けられた地震データが４万件以上、さらに緊急地震速報に連動していない記録が世界中で 12万件以
上もクラウドサーバーに集まっている。これらのデータは今後もさらに増加し続けることが予想される。
　これらの膨大なデータをユーザーが効率よく使用できるためには、データを取り扱いやすいように時空間上にマッ

ピングする必要がある。その取り組みの一環として、まずは緊急地震速報に連動した地震情報をわかりやすく抽出する
仕組みを作成した。

2.タイムライン表示
　図の上部にあるように、横軸に時間、縦軸に震源の深さをとった震源分布を作成し、地震のマグニチュードに応じて

半径の大きさを変えた円で各地震をタイムライン表示させた。横軸の時間スケールは 1年から 1時間まで段階的に変化
できるようにした。過去のデータはカレンダー指定もしくはタイムライン表示直下のバーで変更できるようにしている。
　画面下の地図上には上部タイムラインに表示されている地震と同じ地震が震央を中心とした円で表示されている。タ

イムラインもしくは地図上で地震をマウスで選択すると、その該当地震が黄色に変わる。その黄色の領域をクリックする
と、その地震時に配信された緊急地震速報に連動してトリガーされた i地震端末がバルーンで地図上に表示されるととも
に、i 地震端末で観測された最大加速度などの情報が表で表示される。地図上で i 地震端末を表示しているバルーンをク
リックすると、その端末の緯度経度など位置情報を示すとともに、該当地震でトリガーされた地震波形のポップアップ
表示、波形のダウンロード、ブラウザによる簡単な解析ソフト起動のリンクが張られている。このように、すべてWEB
ベースで作業することができるとともに、時間空間的に段階的に絞り込んでいくことで、ユーザーに目的のデータを提
供しやすい仕組みを作成している。

3.緊急地震速報に連動していないデータの取り扱い
　「i地震」クラウドシステムでは、緊急地震速報と連動せずに、各端末で独自にレベルトリガーされた波形もクラウ

ドサーバーにデータとして蓄積されている。この情報は geonaviのWEBページでは「計測地震情報」としてまとめて表
示されている。これらは現状一つの画面に直近のデータ 500件が重ね書きされている状態になっており、決して見やす
い状態になっているとはいえない。また、より良い観測をするために、「i地震」に使われている携帯情報端末ではなく、
市販の汎用強震計 (SU102)を使って「i地震」システムのクラウドサーバーに自動的にアップロードさせる地震観測シス
テム作成し、現在運用している。しかし、こちらの観測データも緊急地震速報には連動していないため、タイムライン
上に表記されない。この対策として、計測地震情報にまとめられているデータを時間空間的にまとめて段階的に表示さ
せる機能や、きちんとした地震観測であれば、その独自の観測のライン表示を緊急地震速報のタイムラインと並行に表
示するような時間的なひも付けなど、ユーザーが扱いやすい仕組みを考察し、構築する必要がある。

キーワード:稠密地震観測,ビッグデータ,タイムライン,センサークラウド
Keywords: Dense Seismic Observation System, Big Data, Time Line, Sensor Cloud
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MTT39-05 会場:102A 時間:5月 21日 15:30-15:45

広域ジオパークにおけるソーシャルメディアを用いた情報発信
Information transmission using the social media in a large active geopark

松原典孝 1∗

Noritaka Matsubara1∗

1 兵庫県立コウノトリの郷公園ジオ環境研究部
1Division of Geo Environmental Sciences, Hyogo Park of the Oriental White Stork

山陰海岸ジオパークは京都府の経ヶ岬から鳥取県の白兎海岸まで，東西 110�南北 30�に及び，3市 3町 3府県から
なる．このような広域ジオパークでは情報の共有と発信が困難である．そこで，情報の共有と発信をスムーズに行うた
めにソーシャルメディアを使った．
　 Facebookに山陰海岸ジオパークのファンページを作成，各地域に管理人を設定し，各自がそれぞれの地域の情報を

発信している．

キーワード:ジオパーク,フェイスブック,山陰海岸ジオパーク,ソーシャルメディア
Keywords: geopark, facebook, San’in Kaigan Geopark, social media
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MTT39-06 会場:102A 時間:5月 21日 15:45-16:00

山陰海岸ジオパークにおいてソーシャルメディアが果たす役割
The role of social media in San’in Kaigan Geopark

新名阿津子 1∗

Atsuko Niina1∗

1 鳥取環境大学
1Tottori University of Environmental Studies

３府県６市町をテリトリーとする山陰海岸ジオパークでは．行政界を越えたジオパーク活動を推進するにあたって，
ソーシャルメディアが果たす役割は徐々に大きくなっている．実際，マスメディアは府県ごとに異なるため，ローカル
コミュニティが受け取るジオパークに関する情報は地域的に限定されたものとなっている．一方，Facebookや twitterを
用いた情報発信や情報共有が 2011年ごろから始まり，そこで形成された人的ネットワークに基づき，新たな活動が行わ
れるようになってきている．そこで本報告では，まず鳥取県で発行されている新聞（地方紙・全国紙）を用いて，そこ
で報道されている山陰海岸ジオパークに関する記事の分析から地域的な偏りを明らかにし，Facebookから生じた新たな
るジオパーク活動の事例を紹介する．最後に，山陰海岸ジオパークにおいてソーシャルメディアが果たす役割について
検討する．

キーワード:ソーシャルメディア,新聞報道,山陰海岸ジオパーク
Keywords: social media, newspaper, San’in Kaigan Geopark
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